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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 
Telomere length of gallbladder epithelium is shortened 
in patients with congenital biliary dilatation: 
 measurement by quantitative fluorescence in situ hybridization 
 
先天性胆道拡張症患者では胆嚢上皮のテロメア長が短縮している： 
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telomere-to-centromere ratio (TCR)を得た。さらに、同一スライド上で TIG-1培養
細胞(34PDL, テロメア長 8.6 kbp)のセルブロック切片を用い、その TCRを用い





 CBD患者において、胆汁アミラーゼ濃度と NTCRに有意な相関はなかった。 
 ３群の年齢については、CBD（中央値 37歳、範囲 24 – 62歳、IQR 28.5 – 46
歳）は、対照（中央値 53歳、範囲 16 – 73歳、IQR 49 – 47歳）に対し、有意
に若年であった。胆石症（中央値 50歳、範囲 18 – 87歳、IQR 43 – 59.75歳）
は、他の２群いずれとも有意差はなかった。 
 CBD、胆嚢結石症および対照群における NTCR は、それぞれ 1.24（四分位範囲
（IQR）、1.125-1.52）、1.96（IQR、1.56-2.295）および 1.77（IQR、1.48-2.53）
であった。 CBDの NTCRは、若年患者であるにもかかわらず、胆嚢結石症および
対照（p = 0.003および 0.004）よりも、有意に小さかった。 
 29歳以下および 30-49歳の CBD患者の NTCRは、それぞれ 1.31 (n=5, IQR 1.12 
- 1.61)、1.40 (n=8, IQR 1.21 - 1.65)であり、いずれも対照よりも有意に低





























 我々の知見は、胆嚢上皮のテロメア短縮が CBD 患者の発癌過程において重要
な役割を果たすことを示した。つまり、CBDは過度なテロメア短縮を伴う前癌状
態と考えられ、本研究の結果は CBD 患者において早期の手術を推奨しているガ
イドラインを支持する。 
